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基準４ 学生の受入 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点４－１－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

各学部の学科・課程及び大学院研究科の専攻ごとに、それぞれの教育目的に沿って、「入学者受入れの方針」

（アドミッション・ポリシー）を全学的に統一した様式の下で定めている（参照資料 4-1-①-ｱ）。そこでは、

学科・課程及び大学院研究科の専攻の目的とそれに対応した「求める学生像」を定めるとともに、学科・課程

では、「教育課程の編成・実施方針に沿った教育課程で学ぶために必要な能力や適性等及び入学志願者に求める

高等学校等での学習の取り組み」を加え、入学後の具体的な学習内容の例示及び、それを修得するために必要

な能力や準備学習等について具体的に明示している（資料4-1-①-A）。 

さらに、入試方法ごとに、その目的、募集対象者、評価方法等を定め、各選抜方法の位置付け及び意図を「入

学者選抜の基本方針」に明確に示すとともに（資料 4-1-①-B）、評価対象と評価方法及び入試方法区分の対応

を明示した一覧表により入学志望者に分かりやすく伝えている（資料4-1-①-C）。 

  

資料4-1-①-A：     入学者受入れの方針における「求める学生像」（例示・理工学部数理科学科） 
 
【1】求める学生像  
 

理工学部は，幅広い教養と科学・技術の専門的な素養を持ち，社会の広い分野で活躍できる人材を育成することを目的とします。

各学科の目的と求める学生像は以下の通りです。 

 

■数理科学科 
数理科学科では，数学及び数理科学の領域において，広く社会で活躍できる高度な専門的知識・能力を持つ教育者，技術者，研究

者となる人材を育成します。そのために，以下に示すような学生を求めています。 

① 数学および数理科学の分野の専門知識を修得し，論理的思考力，問題解決能力を身につけることを目指す人 

② 数学および数理科学の分野で，専門的知識を社会に活用できる教育者，技術者を目指す人 

 

〔数理科学科で学ぶために必要な能力や適性等および入学志願者に求める高等学校での学習の取り組み〕 
数学の概念や論理的厳密性を修得するためには，微分積分，線形代数，集合・位相といった数学の基本的な考え方や手法を身につ

けることが必要です。そのためには，高等学校で履修する数学の基礎的理解と応用力が不可欠です。さらに，自然科学の基本的な概

念や原理・法則を理解して科学的な自然観を養っておくことは，学びの視野を広げることに繋がります。そのため，高等学校で学ぶ

理科についても教科書レベルの知識を有していることが望まれます。一方，専門科目に限らず，大学では多くのレポートを書くこと

が一般的です。レポート作成には，文章の読解力と記述力さらには社会的な常識が必要となります。したがって，高等学校で学ぶ国

語や社会の基礎的な学力は必要です。さらに，日本語文献だけでなく英語文献などもセミナー形式で学習しますので，英文の基礎的

な読解力だけでなく，自分で辞書等を調べて英文を読みこなす習慣をつけておくことが必要です。 
 

（出典：佐賀大学入学者選抜要項） 
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資料4-1-①-B：     学部の入学者受入れの方針における「入学者選抜の基本方針」（例示・理工学部） 
 
【2】入学者選抜の基本方針  
 

理工学部の教育理念に基づき，教育目的・教育目標・教育方針に沿った人材を育成するために，開放性，客観性，公平性を旨とし

た多様な入試方法と多面的な評価方法により入学者を受け入れます。 

 

一般入試 
入学の機会を広く保障するために，大学受験資格を有する全ての者を対象とした一般入試を行います。一般入試では，「前期日程」

と「後期日程」の2つの入試区分により，異なる観点から入学希望者を選考します。 

【前期日程】 

大学で学習するために必要な基礎学力として汎用的な学力を有しているかを判断するために，大学入試センター試験によって，高

等学校までの学習到達度を評価します。また，専門科目を理解できる基礎学力を有しているかを判断するために，個別試験によって

数学と理科の基礎学力を評価します。 

【後期日程】 

大学で学習するために必要な基礎学力として汎用的な学力を有しているかを判断するために，大学入試センター試験によって，高

等学校までの学習到達度を評価します。また，各学科の専門科目と特に関係の深い教科および科目について高い学力を有しているか

を判断するために，個別試験によって各学科が指定する科目の学力を評価します。 
 

特別入試 
一般入試とは異なる観点により，多様な能力や資質を有し，本学部への志望動機が明確で意欲的な入学希望者を対象に特別入試を

行います。特別入試では，「推薦入試Ⅰ」と「帰国子女」の2つの入試区分により，入学希望者を選考します。 

【推薦入試Ⅰ】 

出願要件を満たし，各高等学校長から推薦されることを前提とします。その上で，大学で学習するために必要な基礎学力として汎

用的な学力を有しているかを判断するために，調査書，小論文および口頭試問によって評価します。また，専門科目を理解できる基

礎学力を有しているかを判断するために，口頭試問によって評価します。さらに，各学科に対する明確な志望動機や入学後の意欲等

を有しているかを判断するために，書類審査と面接試験によって評価します。 

【帰国子女】 

出願要件を満たしていることを前提とします。その上で，大学で学習するために必要な基礎学力として汎用的な学力を有している

かを判断するために，書類審査，小論文および口頭試問によって評価します。また，専門科目を理解できる基礎学力を有しているか

を判断するために，口頭試問によって評価します。さらに，各学科に対する明確な志望動機や入学後の意欲等を有しているかを判断

するために，書類審査と面接試験によって評価します。 
 

編入学試験 
各学科の専門分野において，さらに高度な専門教育・研究を希望する他教育機関からの学生を対象に3年次編入学試験を行います。

編入学試験では，「一般入試」，「推薦入試」および「外国人留学生特別入試」の3つの区分により，入学希望者を選考します。 

【一般入試】 

出願要件を満たしていることを前提とします。その上で，専門科目を理解できる基礎学力を有しているかを判断するために，学力

検査，口頭試問および成績証明書等によって評価します。また，各学科に対する明確な志望動機や入学後の意欲等を有しているかを

判断するために，面接試験によって評価します。 

【推薦入試】 

出願要件を満たし，各所属長から推薦されることを前提とします。その上で，専門科目を理解できる基礎学力を有しているかを判

断するために，推薦書，小論文および口頭試問によって評価します。また，各学科に対する明確な志望動機や入学後の意欲等を有し

ているかを判断するために，書類審査と面接試験によって評価します。 

【外国人留学生特別入試】 

出願要件を満たし，各所属長から推薦されることを前提とします。その上で，入学後の学習に必要な日本語の習得について判断す

るために，日本留学試験の成績を用いて評価します。また，専門科目を理解できる基礎学力を有しているかを判断するために，学力

検査，口頭試問および成績証明書等によって評価します。さらに，各学科に対する明確な志望動機や入学後の意欲等を有しているか

を判断するために，面接試験によって評価します。 
 

私費外国人留学生入試 
外国人留学生に対する入学の機会を保障するために，私費外国人留学生入試を行います。本入試では，大学で学習するために必要

な基礎学力な学力として，日本留学試験，TOEFL の成績および面接試験によって入学後の学習に必要な語学力について評価すると同

時に，日本留学試験，書類審査および口頭試問によって汎用的な学力を有しているかを評価します。また，専門科目を理解できる基

礎学力を有しているかを判断するために，口頭試問によって評価します。さらに，各学科に対する明確な志望動機や入学後の意欲等

を有しているかを判断するために，書類審査と面接試験によって評価します。 
 

（出典：佐賀大学入学者選抜要項） 
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資料4-1-①-C：     学部の入学者受入れの方針における「入学者選抜の基本方針」（例示・理工学部） 
 

理工学部で学ぶために必要な能力や適性等とその評価方法 

観点 入学後に必要な能力や適性等 評価方法 入試方法 

知
識
・
理
解
・
思
考
・
判
断 

大
学
で
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
力 

大学で学ぶために必要

な汎用的な学力 

大学入試センター試験において，５教科７科目の総合的

な基礎学力を評価します 

一般入試（前期日程） 

一般入試（後期日程） 

調査書において，高校時代における学業成績，学習態度

を評価します。 
特別入試（推薦入試Ⅰ）

小論文によって，「問題理解力」，「文章構成力」，「論

理性」，「表現力」，「知識」について評価します。 

特別入試（推薦入試Ⅰ）

特別入試（帰国子女） 

書類審査（成績証明書等）において，これまでの学習状

況を評価します。 
特別入試（帰国子女） 

日本留学試験において，理系科目の成績を用いて評価す

る。 
私費外国人留学生入試 

口頭試問によって，志望学科で学ぶために必要な基礎的

な知識とその理解力を評価します。 
私費外国人留学生入試 

日本留学試験において，日本語科目を用いて基本的な語

学力を評価します。 
私費外国人留学生入試 

TOEFLの得点を用いて，基礎的な英語力を評価します。 私費外国人留学生入試 

専門科目を学ぶために 

必要な基礎学力 

大学入試センター試験において，5教科7科目の総合的

な基礎学力を評価します。 

一般入試（前期日程） 

一般入試（後期日程） 

個別試験において，高校で履修する数学，物理および化

学に関する標準的な知識と理解，数理的な解析力，それ

に基づく論理的思考と表現力について記述式によって

評価します。 

一般入試（前期日程） 

個別試験において，高校で履修する数学，物理および化

学の中から１つの科目について，深い知識と理解および

応用力，数理的な解析力，それに基づく論理的思考と表

現力について記述式によって評価します。 

一般入試（後期日程） 

口頭試問によって，志望学科で学ぶために必要な基礎的

な知識とその理解力を評価します。 

特別入試（推薦入試Ⅰ）

特別入試（帰国子女） 

私費外国人留学生入試 

３年次編入学試験（一般

入試） 

学力検査において，数学，英語，専門科目に関する標準

的な知識と理解，それに基づく論理的な思考力について

記述式によって評価します。 

３年次編入学試験（一般

入試） 

書類審査（成績証明書等）において，これまでの学習状

況を評価します。 

３年次編入学試験（一般

入試） 

興
味
・
関
心
・ 

態
度
・
意
欲 

志望学科で学ぶための明確な

志望動機や入学後の意欲 

調査書において，高校時代における課外活動や志望学科

での学習と関連する実績等を評価します。 
特別入試（推薦入試Ⅰ）

推薦書において，推薦の理由を参考にします。 特別入試（推薦入試Ⅰ）

面接試験において，志望学科で学ぶ動機，意欲，積極性，

一般的態度等を評価します。 

特別入試（推薦入試Ⅰ）

特別入試（帰国子女） 

私費外国人留学生入試 
 

(出典：佐賀大学入学者選抜要項) 

 
 
参照資料4-1-①-ｱ：佐賀大学入試案内（入学者受け入れ方針）ウェブサイト（http://www.sao.saga-u.ac.jp/gakubu_ap_new.html）
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【分析結果とその根拠理由】 

各学部の学科・課程及び研究科の専攻ごとに、「求める学生像」及び「入学者選抜の基本方針」を示した受

入れ方針が明確に定められている。本学では、「入学者選抜の基本方針」において、求める能力や適性等に関す

る評価方法を、入試方法との対応表の形で明確に示すことで、その整合性を図っている。 

 

 

観点４－１－②： 入学者受入方針に沿って、適切な学生の受入方法が採用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

学士課程及び大学院課程ともに、入学者受入れの方針の「入学者選抜の基本方針」において、各入試方法の

目的、募集対象者、評価方法等を明確に定め、これに基づいて多様な入学者選抜を実施している。 

学士課程では、一般入試（前期日程、後期日程）、特別入試（推薦入学Ⅰ、推薦入試Ⅱ、帰国子女、社会人、

佐賀県推薦入試、ＡО入試）、私費外国人留学生入試及び３年次編入学（一般選抜、推薦入学、外国人留学生特

別入試）の区分により、入学者選抜を実施しており、大学院修士・博士前期課程では、一般入試、社会人特別

入試、推薦による入試、外国人留学生特別入試、現職教員等の入試、秋入学（10月入学）を実施している。ま

た、大学院博士後期課程ではこれらに加え、年４回のＡＯ入試を実施している（資料 4-1-①-B【再掲】、参照

資料4-1-②-ｱ～ｳ）。 

「入学者選抜の基本方針」において、「大学で学ぶために必要な基礎学力」と「志望学科等で学ぶための明

確な志望動機や入学後の学習意欲」を指標として、これらの能力や資質等を評価する方法を明確にしており（資

料4-1-①-C【再掲】）、これに沿って適切な選抜方法が各入試区分で用いられている。 

また、書類審査、小論文、面接、実技検査等における採点・評価基準を明示し（資料 4-1-②-A）、これらの

評価方法を配点化している。特に、特別入試では、入学者受入れの方針で重視する能力や資質等については配

点を大きくした選抜を行っている（資料4-1-②-B）。 
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資料4-1-②-A：     採点・評価基準 

 

 

 

（出典：佐賀大学入学者選抜要項) 
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資料4-1-②-B：     特別入試における評価方法の配点 

 

（出典：佐賀大学入学者選抜要項) 

 

 

参照資料4-1-②-ｱ：佐賀大学入試案内（学部入試）ウェブサイト 

（http://www.sao.saga-u.ac.jp/gakubu/nyuushi_gaiyou.html） 

参照資料4-1-②-ｲ：佐賀大学入試案内（３年次編入学）ウェブサイト 

（http://www.sao.saga-u.ac.jp/sannenjihennyu/hennyu_yoko.html） 

参照資料4-1-②-ｳ：佐賀大学入試案内（大学院入試）ウェブサイト 

（http://www.sao.saga-u.ac.jp/daigakuin/daigakuin_yoko.html） 
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【分析結果とその根拠理由】 

入学者受入れ方針の「入学者選抜の基本方針」において、各入試方法の目的、募集対象者、評価方法等が明

確に定められているとともに、各学科・課程等が求める能力や資質等について評価する方法も具体的に示され

ており、この基本方針に沿って適切な選抜方法が各入試区分で用いられていることから、入学者受入れ方針に

沿って適切な選抜方法が採用された多様な入学者選抜を実施している。 

 

 

観点４－１－③： 入学者選抜が適切な実施体制により、公正に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

入学者選抜の実施・運営は、「入学試験関係委員会組織図」（資料4-1-③-A）に示すように、学長を委員長と

する入学試験委員会が掌理し、(1)入学者選抜の基本的事項及び実施に関する重要事項、(2)大学入試センター

試験の実施に関する基本的事項、(3)入学試験の運営に関する重要事項を審議している。 

入学者選抜方法等の企画・立案については、アドミッションセンターと学部の入試委員で構成する入学者選

抜方法等専門委員会において企画案を作成し、入学試験委員会で審議している（別添資料4-1-③-1）。 

試験問題の作成については、一般入試の個別試験（学力検査）において、全学体制で作題・採点作業を行っ

ており、入試問題の品質維持、チェック機能及び秘匿作業が十分に機能する適切な体制にしている。また、出

題関係者と入学者選抜方法等専門委員から構成する個別学力検査等企画専門委員会では、入学者受入れ方針と

出題内容の整合性を図るための検討を行っている。合否判定の資料作成等は、入学試験委員会の下に置かれた

各専門委員会が行っている。これらは、非公開とし、全学的な組織体制により処理することで、公正な実施を

図っている（別添資料4-1-③-2）。 

学士課程において入学者選抜を実施する際は、学長を本部長とする入学試験実施本部を設置し、各試験場に

試験場本部を置き、学部長を責任者として円滑・公正に実施している（別添資料4-1-③-3）。 

合否判定は、入学試験委員会の下に置かれた専門委員会が作成した資料に基づき、教授会の議を経て学長が

決定している。さらに、実施に関するマニュアルも整備し、通常運用だけでなく危機管理にも備えた体制を整

えている（別添資料 4-1-③-4）。特別入試（推薦、ＡＯ、社会人、留学生入試など）においては、選考と評価

に関する手続きを学部単位で明確に定め、公正な手続きに関する明確な説明ができるように公平性の担保に努

めている。 

大学院課程の入学者選抜の実施についても、各研究科において、研究科長を総括責任者とし、各実施責任者

や担当委員等を定めた体制により、円滑・公正に実施している。合否判定は、研究科ごとに担当の委員会が作

成した資料に基づいて、研究科委員会の議を経て学長が決定している（別添資料4-1-③-5）。 
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資料4-1-③-A：     入学試験関係委員会組織図 

 （出典：アドミッションセンター資料） 

 
 

別添資料4-1-③-1：国立大学法人佐賀大学アドミッションセンター規則 

別添資料4-1-③-2：佐賀大学入学試験専門委員会細則 

別添資料4-1-③-3：入学試験実施組織表 

別添資料4-1-③-4：試験運用マニュアル 

別添資料4-1-③-5：大学院入学試験等実施組織図（概要） 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学長を委員長とする入学試験委員会を中心として、その下に置かれた各専門委員会が各部局の入試委員会と

連携して学力検査等の問題作成から判定資料作成までの業務を分掌している。また、入学者選抜の実施におい

ても、入学試験実施本部及び試験場本部からなる全学的な体制で行っている。合否判定は、学部教授会、研究

科委員会において厳正に実施されている。このことから、入学者選抜が適切な実施体制により、公正に実施さ

れている。 

  

平成27年4月1日

【委員会等】 【専門委員会等】 【構成員】 【主な業務内容】

アドミッションセンター

■委員長：センター長

委員：副センター長、センター教員、各学

部・研究科から選出された教員1人

①センターの管理運営の基本方針

②センターの教員の人事

③センターの予算及び決算に関する事項

④センター企画委員会が行う事業等に関する事項

アドミッションセン
ター運営委員会

①入試広報の企画，立案等に関すること。

②高大接続に関すること。

③高大連携に関すること。

①学部及び大学院の入学者選抜の制度及び方法等の

設計に関すること。

②入学者選抜等に係る調査・研究に関すること。

センター長、副センター長、センター

専任教員、併任教員、各学部・研究科

から選出された教員
入学者選抜

方法等専門

委員会

広報・高大接

続等専門委員

会

■委員長：センター長

委員：副センター長、センター教員、各学

部・研究科から選出された教員1人、入試課

長

■委員長：センター長

委員：副センター長、センター教員、各学

部・研究科の入試委員、入試課長

アドミッ
ションセ
ンター企
画委員会

①学部の入学者選抜の制度及び方法等の設計に関するこ

と。

②大学院の入学者選抜の制度及び方法等の設計に関する

こと。

③入試広報の企画，立案等に関すること。

④高大接続や高大連携活動等の企画，立案等

　に関すること。

⑤入学者選抜等に係る調査・研究に関すること。

⑥その他入学者選抜に関すること。

■委員長：副学長（教育・学生担当）

委員：各学部・研究科から選出された教員2

人

①処理方法の検討

②プログラムの作成

③成績資料等の作成

佐賀大学入学試験関係委員会組織図

入学試験委員会 ①問題作成委員、答案採点委員の編成

②問題作成委員（小論文等を含む）の招集運営

③問題の点検及び正誤表の作成

④答案採点委員の招集運営

⑤その他入学試験問題に関する総括、調整
■委員長：学長

副委員長：副学長（教育・学生担当）

委員：各学部長、各研究科長、アド

ミッションセンター長、保健管理セン

ター所長、各学部・研究科から選出さ

れた教員1人

個別学力検査等問題
作成専門委員会

■委員長：副学長（教育・学生担当）

副委員長：アドミッションセンター長

委員：各学部・研究科入試委員、学長が指名

する者（文化教育学部欧米文化講座、数理科

学専攻長、物理科学専攻長、循環物質化学専

攻長、アドミッションセンター教員）

①個別学力検査等問題の作成に係る学部間協力体制

に関する事項

②個別学力検査等問題の利用に係る学部間の調整に

関する事項

③その他個別学力検査等問題に関する事項

■委員長：副学長（教育・学生担当）

委員：各教科・科目等主任

①学部の入学者選抜の基本的事項及び

実施に関する重要事項

②大学院の入学者選抜の基本的事項及

び実施に関する重要事項

③大学入試センター試験の実施に関す

る基本的事項

④その他入学試験の運営に関する重要

事項

学　長

個別学力検査等企画
専門委員会

合否判定処理システ
ム専門委員会
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観点４－１－④：入学者受入方針に沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証するための取組が

行われており、その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

 

【観点に係る状況】 

検証を行うための組織として、アドミッションセンター企画委員会の下に入学者選抜方法等専門委員会を置

き、選抜方法等の内容及び在り方と改善方策等を検討している。また、アドミッションセンターに配置された

大学入試を専門とする教員１人は、入学者選抜方法等専門委員会のメンバーとして、選抜方法や制度の在り方

について専門的な立場から分析・検討している（別添資料4-1-④-1）。 

また、入学者の追跡調査システムを開発し、入学者の学修状況を容易に把握できる仕組みを整えている（資

料 4-1-④-A）。これにより、ＧＰＡや修得単位数、入試方法別にみる入学者の成績状況等を把握し、入試方法

等を改善するための根拠資料としている。 

さらに、ＩＲ（Institutional Research）室の情報等（教育産業等が公表するオープンデータ、学生の受賞

実績や顕著な取組等）も活用して学業成績以外の要素についても分析対象とすることで、入学者受入れ方針に

沿った学生の受入について検討をしている（別添資料4-1-④-2）。 

検証・分析結果等は、入学者選抜方法等専門委員会あるいは学部の入学試験委員会等の議論に基づき、選抜

方法等の改善に活かしている（資料4-1-④-B、別添資料4-1-④-3～5）。 

さらに、入学者選抜については、全学部の全学科・課程を対象とした学長によるヒアリングが実施され、各

学科・課程の現状や課題点等についての意見交換を行い、各学科・課程における中長期的な入試制度の再構築

についての方針を学長に報告している（別添資料4-1-④-6）。 

 

資料4-1-④-A： 追跡調査システムの画面 

 

（出典：アドミッションセンター資料） 
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資料4-1-④-B：     入試方法等の改善事例 

部局 改善事例 

① 理工学部 後期日程においてセンター試験で測る学力と入学後のGPAを考慮した結果、個別試験を平成

25年度入試から導入（別添資料4-1-④-3） 

② 医学部 

医学科 

基礎学力担保の観点から一般入試における個別試験を総合問題から学科試験へ変更 

（別添資料4-1-④-3） 

③ 医学部 

理工学部 

推薦入試において、基礎学力担保の観点からセンター試験の受験を条件とする推薦入試Ⅱの

導入（別添資料4-1-④-4） 

④ 理工学部 英語力担保の観点から理工学部の前期日程個別試験に英語の導入 

（別添資料4-1-④-5） 

（出典：アドミッションセンター資料） 

 

 

別添資料4-1-④-1：アドミッションセンター報告書 

別添資料4-1-④-2：入学者選抜機能の検証と改善について～入試改革に向けて～  

別添資料4-1-④-3：平成25年度佐賀大学入学者選抜要項 

別添資料4-1-④-4：平成26年度佐賀大学入学者選抜要項 

別添資料4-1-④-5：全学統一英語能力テスト（ＴＯＥＩＣ）に関する分析結果 

別添資料4-1-④-6：学長ヒアリングに関する資料 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学士課程においてはアドミッションセンターと入学者選抜方法等専門委員会が中心となり、大学院課程にお

いては各研究科が、入学者選抜方法に関する検証を通じて入学者受入方針に沿った学生の受入が実際に行われ

ているかどうかを検証するための取組を行い、その結果を入学者選抜の改善に役立てている。 

 

 

観点４－２－①： 実入学者数が、入学定員を大幅に超える、又は大幅に下回る状況になっていないか。また、

その場合には、これを改善するための取組が行われるなど、入学定員と実入学者数との関係

の適正化が図られているか。  

 

【観点に係る状況】 

学士課程の過去５年間（平成23～27年度）平均入学定員充足率でみると、編入学を除き各学部とも1.00 ～1.06

の範囲で学部単位では適正な状況にあり、学科等単位でも入学定員を下回るところは無く、適正な状況である。

また、大学院課程においては検討や改善の取組を行っている（資料4-2-①-A）。 

 

 

 

 

 

 

 



佐賀大学 基準４ 

- 49 - 

資料4-2-①-A：     入学定員超過率（充足率）の適正化に向けた改善の取組 

部局 改善の取組 

経済学研究科 

修士課程 

（入学定員８人） 

研究科単位では適切な状況にあるが、専攻別では、金融・経済政策専攻（入学定員４

人）で平成24年度入学者が２人の不足となっており、入学定員が少ない募集単位が抱え

る問題があり、打開策の検討を進めている。 

医学系研究科 

修士課程 

（入学定員31人） 

医学系研究科修士課程看護学専攻（入学定員16人）で平成24年度及び平成25年度に

大幅に下回る状況（平成24年度充足率0.68、平成25年度充足率0.37）になったが、平

成26年以降は、適正化を図っている。博士課程（入学定員30人）では、平成24年度に

大幅に下回る状況（平成24年度充足率0.56）であったが、平成26年度から入学定員を

25人に見直し、社会人学生の積極的受入等の取組によって適正な状況となっている。 

工学系研究科 

博士前期課程 

（入学定員184人） 

各専攻の平均充足率が0.97～1.22の範囲にあり、概ね適正な状況となっている。博士

後期課程（入学定員24人）は、平成23年度及び平成24年度に定員充足率が1.37とな

ったが、秋期入学を含めた定員管理をすることで、平成25年度から適正な状況となって

いる。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 各学部・研究科の入学定員に対する実入学者数は、定員を大幅に超える又は下回るものは無く適正な状況にあ

る。また、研究科では、秋季入学を含めた定員管理、社会人入学、入学定員の見直しなど、適正化を図る取組が

なされている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

○ 「入学者選抜の基本方針」において、各選抜方法の目的等が明確に定められているとともに、それに基づい

て各学科・課程等が求める能力や資質等についての評価方法が具体的に示されており、受入れ方針の内容が実

際の選抜方法に合致したものになっている。このような入学者受入れ方針の実質化は先駆的な取組として優れ

ている。 

○ 入学者受入れ方針に沿った学生の受入に関して組織的に検証するための体制の整備だけではなく、入学者の

追跡調査システムを開発することによって、検証作業の効率化を図っている。 

 

【改善を要する点】 

○ 「『高大接続改革実行プラン』（文部科学省、2015）」に沿って、入学者選抜における多面的・総合的評価に向

けた手法の開発とともに高大連携活動の在り方の見直しを含めた一体改革にむけた取組を進めていくことが今

後の課題である。 
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